
令和７年度 全国学力・学習状況調査結果の概要 

１ 教科に関する調査の状況について 

課題のある問題の例：小学校第６学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題のある問題の例：中学校第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和７年４月1７日（木） 

小・中・義務教育学校全校実施 

■実施教科 小学校等 … 国語 算数 理科 

中学校等 … 国語 数学 理科 国語 
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【
話
合
い
の
様
子
】
の 

 
 
 
 
 
 

に
当
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。 

  

３
四 

 

で
囲
ま
れ
た
部
分
に
は
、
兄
弟
が
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

場
面
の
あ
と
に
続
く
話
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
に
続
く
話
は
、

「
一 

榎
木
の
実
」
に
は
あ
り
ま
す
が
、「
二 

釣
り
の
話
」
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
二
人
の
兄
弟
」

と
い
う
物
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。あ

な
た
の
考
え
と
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。
理
由
を
書
く

際
に
は
、
物
語
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
書
き
な
さ
い
。 

【
あ
ら
す
じ
】 

一 

榎
木
の
実 

 
 

 

二
人
の
兄
弟
は
、
榎
木
の
実
が
赤
く
熟
す
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
気
の
短
い

弟
は
熟
す
前
の
青
い
実
を
拾
っ
て
し
ま
い
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
気
長
な
兄
は
拾
い
に

行
く
の
が
遅
す
ぎ
て
、
他
の
子
供
た
ち
に
全
て
拾
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

     

二 

釣
り
の
話 

 
 

 

二
人
の
兄
弟
が
、
お
爺
さ
ん
の
造
っ
て
く
れ
た
釣
竿
で
魚
を
釣
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
兄
は

ゆ
っ
く
り
構
え
す
ぎ
た
の
で
、
餌
を
魚
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
弟
は
釣
れ
る
ま
で
待
ち
き

れ
ず
、
水
を
か
き
回
し
た
の
で
、
魚
が
驚
い
て
逃
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

 

そ
の
話
を
聞
い
て
、
お
爺
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。 

「
一
人
は
あ
ん
ま
り
気
が
長
過
ぎ
た
し
、一
人
は
あ
ん
ま
り
気
が
短
過
ぎ
ま
し
た
。」 

１ 

こ
の
本
を
読
む
と
お
気
付
き
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

 
２ 
「
本
来
の
意
味
」「
本
来
と
は
違
う
使
い
方
」

と
言
っ
た
言
い
方
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。 
 

３ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
食
い
違
い
を
放

置
し
て
お
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。 

 

４ 

「
言
葉
は
生
き
て
い
る
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

（
【
資
料
１
】
よ
り
抜
粋
） 

・
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
と
図
表
等
を
結
び
付
け
る
な
ど
し
て
必
要
な
情
報
を
見

付
け
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

 
 

 

・
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
た
り
、
整
理
し
た
り
、
再
構
成
し
た
り
し
て
、
文

章
の
ど
の
部
分
に
結
び
付
く
の
か
明
ら
か
に
す
る
。 

・
自
分
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
情
報
か
、
読
む
目
的
を
明
確
に
す
る
。 

・
資
料
中
の
語
句
や
情
報
を
〇
・
□
で
囲
む
、
線
で
つ
な
ぐ
な
ど
、
情
報
の
関
係

を
視
覚
的
に
明
ら
か
に
し
て
読
め
る
よ
う
に
す
る
。 

 

【
正
答
例
】 

・
読
者
の
意
表
を
突
く
効
果
が

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
一 

榎
木

の
実
」
に
は
、
失
敗
し
た
兄
弟

が
、
お
爺
さ
ん
の
お
か
げ
で

成
功
す
る
場
面
が
書
か
れ
て

い
る
た
め
、「
二 

釣
り
の
話
」

も
同
じ
よ
う
な
展
開
で
読
み

進
め
る
読
者
が
多
い
と
思
う

か
ら
だ
。 

・
気
長
な
兄
と
気
の
短
い
弟
は
、

「
一 

榎
木
の
実
」
で
は
、
失

敗
し
た
後
、
お
爺
さ
ん
の
お

か
げ
で
成
功
す
る
が
、
「
二 

釣
り
の
話
」
で
、
ま
た
同
じ
原

因
で
失
敗
す
る
。
こ
の
よ
う
な

展
開
に
よ
っ
て
、
人
の
性
格
は

な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

・
文
章
の
構
成
や
展
開
に
つ
い
て
、
根
拠

を
明
確
に
し
て
考
え
る
こ
と
に
課
題

が
あ
る
。 

  

・
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
効
果
に

つ
な
が
る
の
か
、
自
分
な
り
の
意
味
付

け
を
す
る
。 

・
自
分
の
考
え
を
支
え
る
根
拠
と
な
る

段
落
や
部
分
を
挙
げ
る
。 

・
後
の
展
開
を
予
測
し
な
が
ら
作
品
を

読
み
、
文
章
の
構
成
や
展
開
に
つ
い
て

考
え
る
。（
そ
こ
ま
で
の
内
容
を
基
に
、

そ
の
後
の
展
開
を
考
え
る
こ
と
で
、
展

開
を
意
識
し
た
読
み
方
を
促
す
。） 

そ
の
話
を
聞
い
て
、
お
爺
さ
ん
は
、 

「
一
人
は
あ
ん
ま
り
早
過
ぎ
た
し
、
一
人
は
あ
ん
ま
り
遅
過
ぎ
ま
し
た
。
」 

と
言
い
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
期
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
人
の
兄
弟
は

た
く
さ
ん
の
榎
木
の
実
を
拾
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

 

課 
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改
善
の
ポ
イ
ン
ト 

 

課 

題 

改
善
の
ポ
イ
ン
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課題のある問題の例：小学校第６学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題のある問題の例：中学校第３学年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学 

数直線のア、イの目もりが表す数を分数で書く。 

 

 

 

 

・数直線の０から２までが６等分されているため、分母を６としたのではないかと考えられる。

分数で表す際、１に着目して１を何等分にしたものなのかを考えることの理解に課題がある。 

・イの分数について、単位分数
１

３
のいくつ分なのかという見方に課題がある。 

 

・１の目盛りに着目して、分数を表す指導を行う。 

・「１を〇等分したものの□個分」とともに「
１

〇
の□個分」という単位分数を基準とした見方の

指導を行う。 

・同一の数直線の上下に分数と小数を表すこと等を通して、数の量感がつかめるよう配慮する。 

 

連続する３つの３の倍数の和が、９の倍数になることの説明を完成する。 

 

 

 

 

 

 

・９ｎ+９＝３(３ｎ+３)のように変形してしまうなど、９の倍数であることを説明するために、

９×(整数)の形に変えるといった考え方に課題がある。 

・「ｎを整数とすると、ｎ+1も整数になること」や「〇×(整数)は〇の倍数になる」といった知

識の習得や活用に課題がある。 

 

 

・見通しの場面において、いつでも９の倍数になることを説明するためには、文字を使う必要

があることや９の倍数は９×(整数)の形で表されるといったことの確認を行う。 

・普段の授業の中で定義や定理、公式といった根拠を問う発問を意図的に行う。 

ｎを整数とすると、連続する３つの３の倍数は、３ｎ、３ｎ+３、３ｎ+６と表される。 

それらの和は、  ３ｎ+（３ｎ+３）+（３ｎ+６） 

＝ 

課 題 

改善のポイント 

課 題 

改善のポイント 

主な誤答 ア・・
１

６
  イ・・

５

６
 

 



 

課題のある問題の例：小学校第６学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題のある問題の例：中学校第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カは、オホーツク海の氷の面 

積が減少した理由を予想し、 

表現することに課題がある。 

・キは、氷がとけてできた水が 

海に流れていくことの根拠に 

ついて、理科で学習した知識を基に概念的に理解することに課題がある。 

・クは、海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇することの理由を予想し、表現することに課題が

ある。 

 

・「水は、冷えると０℃で氷に変わる」「水は、高い場所から低い場所へ流れる」「水は、温まると体積が増

える」等の基礎的な知識・技能の定着のために、１人１台端末を活用し動画を視聴したり、問題に取り

組んだりと個別最適な学びの時間を確保する。 

・授業の導入場面では、意図的な遊びや活動、教師の事象提示等を通して、児童自身が解決したい問題を

見いだすことや、学習を通して得た知識を活用して、問題解決する場面を設定する。 

・児童が明確な目標を設定し、設定した目的を達成しているかを振り返り、修正するといった活動の充実

を図ることで、学んだことの意義や有用性を実感できるようにする。 

改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

・直列回路と並列回路における回路全体の抵抗と熱量 

 に関する知識を身に付けることに課題がある。 

 
 

・「直列回路と並列回路の違い」「オームの法則」「回路全体と一部の抵抗の区別」「熱量＝電力×時間」等

の基礎的な知識・技能の定着のために、１人１台端末を活用し動画を視聴したり、問題に取り組んだり

と個別最適な学びの時間を確保する。 

・これまで学習した知識を活用して、発生する熱量と直列回路・並列回路の合成抵抗とを関連付けて知識

の概念的な理解を深める学習場面を設定する。 

・身近な自然の事物・現象から見いだした問題を解決するために自らの課題を設定し、多面的、総合的に

探究することで、学んだことの意義や有用性を実感できるようにする。 

 

 改善のポイント 

４（３）図の（カ）から（ク）の中には「学習

したこと」や「学習したことをもとに考えたこ

と」が入ります。（カ）から（ク）の中にあては

まるものを、右の１から４の中からそれぞれ１

つずつ選んで、その番号を書きましょう。 

１ 海水は、温まると水と同じように体積が増える 

２ 海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる 

３ 水は、高い場所から低い場所へと流れる 

４ 水は、氷になるとき体積が増える 

 

課題 

１（１）回路全体の抵抗が大きいのは装置１、装置２の

どちらか、1つ選びなさい。また、下線部について、同じ

電圧を加えて、より速く水を温めることができるのは、

装置１、装置２のどちらか、１つ選びなさい。 

 
 課題 



２ 質問調査の状況について 
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朝食を毎日食べている児童生徒の割合及び、将来の夢を持っている児童生徒の

割合は、全国の割合より高い。 

生活習慣 

将来への意識 

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学びを考え、工
夫できる児童生徒の割合及び、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、
次の学習につなげることができる児童生徒の割合は、全国の割合より高い。 

学習習慣 

各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめている児童生徒の割
合及び、ＩＣＴ機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作
成することができる児童生徒の割合は、全国の割合よりも高い。 

授業 

１ 質問と正答率との関係  
「毎日朝食を食べている」「学習した内容について、よく分からないことや詳しく知りたいこと
があったときに、自分で学び方を考え、工夫することができている」「各教科で学んだことを生か
しながら、自分の考えをまとめている」「ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って学校のプレ
ゼンテーション（発表のスライド）を作成することができる」児童生徒は、教科の平均正答率が全
国の割合よりも高い傾向が見られる。 

２ 授業改善に向けて 
児童生徒の興味関心に合わせて、教材や学習方法を選択できる環境を整え、「好き」を育み「得
意」を伸ばす授業実践や、児童生徒が当事者意識をもって、自分の意見を表現できる探究的な要素
をもつ学習活動の充実を図る。 

朝食を毎日食べていますか 

分からないことや詳しく知りたいことがあったとき

に、自分で学びを考え、工夫することはできていますか 

 

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかっ
た点を見直し、次の学習につなげることができていますか 

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをま

とめる活動を行っていましたか 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT機器
を使って学校のプレゼンテーション（発表のスラ
イド）を作成することができると思いますか 
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将来の夢や目標を持っていますか


